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資料編 介護の基礎知識第１章

◆私たちは 40 歳になると「介護保険法」で定められた介護保険制度の下、被保険者として介
護保険に加入します。そして、65 歳以上で、市区町村が実施する要介護認定や要支援認定
において介護や支援が必要と認定された場合には、介護保険サービスを受けることができま
す（40 歳から 64 歳であっても、特定疾病により介護が必要と認定されれば介護保険サービ
スを受けられます）。

◆仕事と介護を両立させるために、要介護者（要支援者）への介護保険サービスを上手に利用
していくことが重要です。

介護保険で利用できるサービスの例

○介護保険サービスの利用にかかる相談、ケアプランの作成
○自宅で受けられる食事の介助や家事援助などのサービス（訪問介護）
○ 施設に通い日帰りで食事等の介護等を受けられるサービス（通所介護（デイサービス））
○ 施設などで生活（宿泊）しながら、長期間または短期間受けられるサービス（特別養

護老人ホーム、短期入所生活介護（ショートステイ）等）
○ 訪問・通い・宿泊を組み合わせて受けられるサービス（小規模多機能型居宅介護）
○福祉用具の利用にかかるサービス（福祉用具貸与、特定福祉用具販売）

Ｑ：介護について分からないことや困ったことがあったら、どこに相談すればよいですか？

Ａ：まずは、「地域包括支援センター」に相談しましょう。地域包括支援センターでは、地域の
高齢者がいつまでも住み慣れた地域で安心して生活することができるよう、介護に関する専
門職（保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員など）が相談に乗ってくれます。介護事業
所・ケアマネジャーの紹介も行っています。
地域包括支援センターはおおよそ中学校区に１つ所在しています。各市区町村の窓口やホー
ムページで所在地を確認してください。

Ｑ：どうすれば介護保険サービスを利用することができますか？ケアマネジャーとは？
ケアプランとは？

Ａ：要介護度に応じて利用できるサービスの種類や介護保険の対象となる費用の上限などが決
まっていますので、まずは介護や支援を必要としている方がお住まいの市区町村の窓口で要
介護認定（要支援認定）を申請し、認定を受けてください。
要介護度が判定された後、施設への入所ではなく在宅介護を希望する場合、ケアマネジャー
と相談しながら「どのような介護保険サービスを、いつ、どれだけ利用するか」について介
護（介護予防）サービス計画書（ケアプラン）をケアマネジャーに作成してもらい、ケアプ
ランに基づいたサービスを利用することになります。
なお、ケアマネジャーとは、介護を必要としている方の状況や希望、家族がどのようなこと
に困っているのかなどを十分に把握し、必要なサービスを受けられるように計画を立て、介
護サービス事業者等の関係者と連絡調整を行うことを仕事とする、介護に関する専門職です。
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本書は、「これから仕事と介護の両立支援の取組を始めたい」

「仕事と介護の両立支援の取組として何をすればいいのかわか

らない」という企業の経営者・人事担当者を対象に、取組のアイ

ディアとして様々な企業の取組事例、仕事を持ちながら介護をし

ている方の両立事例をご紹介しています。

仕事と介護の両立支援は、先進的な企業でも、本格的に取組が

始まったのは近年のことです。大企業・中小企業を問わず、まだ、

取組を始めていない企業が多い状況にあります。一方で、多くの

中高年従業員が、ひそかにこの問題に悩んでいます。従業員の

ニーズが顕在化していないと思って油断していると、従業員の離

職や心身の不調を招きかねません。

ぜひ、本書を活用し、今から「仕事と介護の両立支援」の取組を

スタートさせてください。

本書の活用について
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また、介護サービス計画書（ケアプラン）とは、介護保険サービス等の利用についての方針
を定めた計画のことです。
たとえば、「出張で何日か自宅を離れる」といった場合、ケアマネジャーに相談し、出張期
間中は要介護者がショートステイを利用できるようにするなどその時々の必要性に応じてケ
アプランを見直していきましょう。

の申請

②認定調査・ 

主治医意見書
③要介護度の

審査判定

④要介護度の

認定

⑤ケアプランの 

作成

⑥介護保険サービス

の利用開始

地域包括支援センター、

居宅介護支援事業者等で

は、要介護認定（要支援認定）

の申請代行も行っています。 

ケアマネジャーと相談しながら、

介護や支援の必要性に応じた

サービスを組み合わせてケアプ

ランを作成します。 

ケアプランに基づき、

介護保険サービス事業

所と契約を結び、サービ

スを利用します。①要介護認定
（要支援認定） 

Ｑ：介護保険サービスの費用はいくらかかるのですか？

Ａ：介護保険サービスを利用した時に利用者が負担する費用は、原則として介護保険サービスに
かかった費用の１割です（※１）。利用者が負担する費用が１割の場合、たとえば 10,000 円
分のサービスを利用した時に支払う費用は、1,000 円になります。
ただし、在宅のサービス（訪問介護や通所介護、短期入所生活介護など）では、保険の対象
となる費用の上限（区分支給限度基準額）が要介護度別に定められています。このため、こ
の上限を超えてサービスを利用した場合は、超えた分が全額自己負担となります。
また、特別養護老人ホーム（特養）などの介護保険施設を利用する場合には、１割負担のほ
かに居住費・食費・日常生活費も負担する必要があります（※２）。
なお、ケアプランの作成などのケアマネジメントについては、利用者の負担はありません（費
用の全額が保険給付されます）。

   （※１） 合計所得金額により、２割の場合もあります。また、今後の制度改正により、負担割合が

変更になる可能性もあります。

   （※２） 特養への入所基準は、原則として要介護３以上の方とされています。

介護サービスに関する詳しい情報は、厚生労働省のホームページまで。
http://www.kaigokensaku.jp/

Copyright © Ministry of Health, Labour and Welfare, All Right reserved.1 Copyright © Ministry of Health, Labour and Welfare, All Right reserved. 2

本書は、「これから仕事と介護の両立支援の取組を始めたい」

「仕事と介護の両立支援の取組として何をすればいいのかわか

らない」という企業の経営者・人事担当者を対象に、取組のアイ

ディアとして様々な企業の取組事例、仕事を持ちながら介護をし

ている方の両立事例をご紹介しています。

仕事と介護の両立支援は、先進的な企業でも、本格的に取組が

始まったのは近年のことです。大企業・中小企業を問わず、まだ、

取組を始めていない企業が多い状況にあります。一方で、多くの

中高年従業員が、ひそかにこの問題に悩んでいます。従業員の

ニーズが顕在化していないと思って油断していると、従業員の離

職や心身の不調を招きかねません。

ぜひ、本書を活用し、今から「仕事と介護の両立支援」の取組を

スタートさせてください。

本書の活用について

目 次

本書の活用について…………………………………………………1

1 企業における「仕事と介護の両立支援」を始めましょう!… ……3

（1）企業を取り巻く環境の変化… …………………………………………………………3

（2）企業における仕事と介護の両立支援の意義… ………………………………………4…

（3）仕事と介護の両立支援におけるポイント… ……………………………………………8

2 両立支援の取組のアイディア… …………………………… 22

（1）従業員の支援ニーズの把握………………………………………………………… 22

（2）両立支援制度の見直し……………………………………………………………… 24

（3）介護に直面する前の従業員への支援……………………………………………… 24

（4）介護に直面した従業員への支援… ………………………………………………… 26

（5）働き方改革（働き方の柔軟化推進）………………………………………………… 28

3 企業事例の紹介…………………………………………… 29

1…双日株式会社………………………………………………………………………… 29

2…日本アイ・ビー・エム株式会社………………………………………………………… 31

3…明治安田生命保険相互会社………………………………………………………… 33

4 働きながら介護をするということ：個人事例の紹介……… 35

1…Ｋさんの仕事と介護の両立…………………………………………………………… 35

2…Ｏさんの仕事と介護の両立…………………………………………………………… 36

5 参考情報の紹介…………………………………………… 37

69Copyright © Ministry of Health, Labour and Welfare, All Right reserved.1 Copyright © Ministry of Health, Labour and Welfare, All Right reserved. 2

本書は、「これから仕事と介護の両立支援の取組を始めたい」

「仕事と介護の両立支援の取組として何をすればいいのかわか

らない」という企業の経営者・人事担当者を対象に、取組のアイ

ディアとして様々な企業の取組事例、仕事を持ちながら介護をし

ている方の両立事例をご紹介しています。

仕事と介護の両立支援は、先進的な企業でも、本格的に取組が

始まったのは近年のことです。大企業・中小企業を問わず、まだ、

取組を始めていない企業が多い状況にあります。一方で、多くの

中高年従業員が、ひそかにこの問題に悩んでいます。従業員の

ニーズが顕在化していないと思って油断していると、従業員の離

職や心身の不調を招きかねません。

ぜひ、本書を活用し、今から「仕事と介護の両立支援」の取組を

スタートさせてください。

本書の活用について

目 次

本書の活用について…………………………………………………1

1 企業における「仕事と介護の両立支援」を始めましょう!… ……3

（1）企業を取り巻く環境の変化… …………………………………………………………3

（2）企業における仕事と介護の両立支援の意義… ………………………………………4…

（3）仕事と介護の両立支援におけるポイント… ……………………………………………8

2 両立支援の取組のアイディア… …………………………… 22

（1）従業員の支援ニーズの把握………………………………………………………… 22

（2）両立支援制度の見直し……………………………………………………………… 24

（3）介護に直面する前の従業員への支援……………………………………………… 24

（4）介護に直面した従業員への支援… ………………………………………………… 26

（5）働き方改革（働き方の柔軟化推進）………………………………………………… 28

3 企業事例の紹介…………………………………………… 29

1…双日株式会社………………………………………………………………………… 29

2…日本アイ・ビー・エム株式会社………………………………………………………… 31

3…明治安田生命保険相互会社………………………………………………………… 33

4 働きながら介護をするということ：個人事例の紹介……… 35

1…Ｋさんの仕事と介護の両立…………………………………………………………… 35

2…Ｏさんの仕事と介護の両立…………………………………………………………… 36

5 参考情報の紹介…………………………………………… 37


